
塗
装
工
事
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談

件
数
で
も
急
増
の
も
よ
う
。
不

当
価
格
の
ほ
か
、
必
要
以
上
に

薄
め
ら
れ
た
塗
料
で
も

一
時
的

に
は
新
築
の
よ
う
に
仕
上
が
る

事
か
ら
、
工
事
費
用
と
比
例
し

な
い
表
面
だ
け
の
工
事
が
ト
ラ

ブ
ル
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
こ

れ
を
防
ぐ
に
は
正
確
な
知
識
に

基
づ
く
業
者
の
絞
込
み
と
、
工

事
に
お
け
る
４
つ
の
要
点
を
契

約
前
に
確
認
し
て
お
く
事
で
、

後
か
ら
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

回
避
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

そ
こ
で
厚
生
労
働
大
臣
認
定

塗
装
技
能
士
が
、
工
事
を
計
画

す
る
人
に
費
用
が
無
駄
な
出
費

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
自
衛

策
を
小
冊
子
に
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
公
開
。
内
容
は

①

確
実
な
工
事
を
さ
せ
る

為
の
魔
法
の
一
言

②

保
証
年
数

・
高
級
塗
料
に

安
心
す
る
致
命
的
な
誤
解

③

不
当
価
格
の
カ
ラ
ク
リ

④

感
謝
と
激
怒
を
分
け
る
４

つ
の
ポ
イ
ン
ト

神
奈
川
新
聞
に
も
紹
介
さ
れ

た
こ
の
小
冊
子
を
本
紙
読
者
３。

名
に
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
る
。

自
分
を
見
つ
め
直
す
旅
を
テ

ー
マ
に
活
動
を
行
う

「自
分
と

出
会
う
旅
工
房
六
秋
山
友
志
代

表
＝
人
物
風
土
記
で
紹
介
）
で
は

「ひ
と
り
旅
の
つ
く
り
方
講
座

（海
外
編
と
を
開
講
し
、
■６
歳
以

上
の
１０
代

・
加
代
を
中
心
に
海

外
へ
の
ひ
と
り
旅
経
験
者
や
希

望
者
を
現
在
、
募
集
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
環
境
共
育
事

務
所
カ
ラ
ー
ズ
代
表
の
西
村
仁

志
さ
ん
な
ど
、
「
ひ
と
り
旅
」

を
も
つ
と

「お
も
し
ろ
く
す
る
」

多
彩
な
旅
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
囲
み
、
旅
の
準
備

・
旅
先
で

の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
の
意
見

交
換
を
参
加
者
同
士
で
行
う
ほ

か
、
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ひ
と
り
旅
で
自
分
と
向
き
合
う

セ
ミ
ナ

―
参
加
者
募
集
中

と
講
義
を
通
し
て
自
分
流
の

「オ
ン
リ
ー

・
ワ
ン
な
旅
」
を

作
っ
て
い
く
。

日
時
は
４
月
２
日
（土
）
１３
時

～
２５
日

（日
）
１５
時
ま
で
の
１

泊
２
日
で
、
場
所
は
旭
区
の
横

浜
市
こ
ど
も
自
然
公
園
青
少
年

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
。
参
加
費

用
は
１
泊
３
食
と
保
険
料
込
み

で
一
般
が
１
８
０
０
０
円
、
学

生
が
１
０
０
０
０
円
。
定
員
は

２５
名
（定
員
に
な
り
次
第
締
切
ヽ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

自
分
と
出
会
う
旅
工
房
（担
当
・

秋
山
）
８
０
９
０
１
５
１
９
８

１
０
２
８
５

（留
守
電
の
場
合

は
用
件
を
録
音
Ｙ
Ｅ
Ｉ
日
』

Ｓ̈

〓
庁
ｏ
げ
ｏ
⑤
〓
ｏ一ヨ
餞
・８
８
ま
で
。

た
し
ま
す
。
Ｔ
一
ュ
ー
ス
の
森
」

等
、
報
道
番
組
で
話
題
の
地
元

で
信
頼
の
厚
い
探
偵
社
。

■
ア
ー
ウ
ィ
ン
女
性
探
偵
社

●
保
土
ヶ
谷
区

８
０
４
５
⌒９
２
１
）
７
２
５
５

面
０
１
２
０
・
５
５
５
・
２
４
５

●
横
浜
本
社

⌒横
浜
駅
前
）

８
０
４
５
⌒３
１
４
）
５
５
９
２

，
諄
ｐ
ヽ
電
〓
〓
ヽ
コ
「〓
ヨ
わ
０
ヨ

目
圏
尉
田

自
由
な
時
間
に
楽
し
く
働
く
／

資
料
請
求
は
担
当
／
山
村
ま
で
。

コ
・く
Ｏ
Φ
Ｎ
∞
◎
Φ
Ｎ
〓
Φ
σ
・３
０
こ．０

面
０
１
２
０
１
２
１
４
１
４
６
４

団
‐拠‐
四
圏

無
駄
な
経
費
は
か
け
ま
せ
ん
。

国
の
許
可
を
得
て
る
公
益
法
人

■
０
日
本
調
査
業
協
会
加
盟
員

ハ
マ
女
性
調
査
室
　
本
社

面
０
１
２
０
●８
６
●７
８
３
７

旅

の
魅

力

を

伝

え

た

い

〇
‥
来
月
２
・
器
日
、
旭
区

一房
」
。
今
年
の
１
月
に
立
ち
上

の
横
浜
市
こ
ど
も
自
然
公
園
青

げ
た
ば
か
り
の
こ
の
個
人
事
務

少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
で

『ひ
と

所
の
代
表
を
務
め
る
。
内
容
は

り
旅
の
つ
く
り
方
講
座
』
を
開

多
彩
な
旅
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

催
す
る

「自
分
と
出
会
う
旅
工

を
囲
み
、
自
分
流
の

「オ
ン
リ

顔
で
意
気
込
み
を
語
る
。　
　
　
　
〇
‥
個
人
事
務
所
を
立
ち
上

〇
‥
自
身
も
当
然
旅
行
好
き
。
げ
た
ば
か
り
で
、
今
は
ま
さ
に

そ
れ
も
自
転
車
で
の
旅
行
経
験

手
探
り
状
態
。
今
回
の
講
座
も
、

が
豊
富
だ
。
中
学
生
の
頃
に
仲

自
ら
が
主
催
す
る
記
念
す
べ
き

間
５
人
で
江
ノ
島
ま
で
自
転
車

初
め
て
の
講
座
だ
。
そ
の
た
め
、

で
出
掛
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、　
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

伊
豆
高
原
や
千
葉
ま
で
足
を
伸

成
な
ど
も
全
て
自
ら
が
担
当
。

ば
す
よ
う
に
な
る
。
高
校
２
年

全
く
の
Ｏ
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切

の
時
に
は
初
め
て
、　
一
人
で
飛
　
っ
た
。
そ
れ
で
も
講
座
を
開
く

騨
高
山
へ
。
さ
ら
に
大
学
進
学
　
の
は
、
「旅
の
魅
力
を

一
人
で

後
は
日
本
１
周
旅
行
、
ア
メ
リ

も
多
く
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い

力
西
部
の
国
立
公
園
巡
り
と
そ

か
ら
」
と
微
笑
む
。

の
旅
の
ス
ケ
ー
ル
を
広
げ
て
い
　
　
〇
…
今
後
の
日
標
は
旅
人
同

っ
た
。
「同
じ
よ
う
な
旅
を
し

士
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
。

て
い
る
人
と
仲
良
く
な
っ
た
り
、
「旅
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

地
元
の
人
か
ら
声
を
か
け
て
も

に
、
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
作

ら
え
た
り
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
　
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語

ろ
が
一
人
旅
の
魅
力
で
す
ね
」。　
る
。
し
か
し
旅
は
あ
く
ま
で
も

見
せ
て
も
ら
つ
た
ア
ル
バ
ム
に

手
段
。
目
的
は
人
を
育
て
る
こ

は
、
確
か
に
地
元
の
人
と

一
緒

と
だ
。
あ
と
は

「自
分
が
旅
を

に
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
、
食

し
た
い
」
と
い
う
の
が
今
の
切

事
を
し
た
り
し
て
い
る
写
真
が

実
な
る
願
い
。
「
１０
カ
月
働
い

多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
　
て
、
残
り
の
２
ヶ
月
を
自
分
の

ど
れ
も
が
笑
顔
。
気
さ
く
な
人

時
間
に
当
て
る
の
が
理
想
な
ん

柄
が
う
か
が
え
る
よ
う
だ
。　
　
で
す
が
、
難
し
い
か
な
」

１
ワ
ン
な
旅
」
を
作
ろ
う
と
い

う
も
の
。
「可
愛
い
子
に
は
旅

を
さ
せ
よ
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、

一
人
旅
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

う
手
助
け
が
で
き
れ
ば
」
と
笑

人

物

ユ

ニ

“

靡

●来月24・25日、旭区で
「ひとり旅のつくり方講座」を主催する

と も ゆ き

秋山 友志さん
新井町在住 25歳


